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行政サービス案内活動の展開
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行政サービス案内活動の展開趣旨・背景

➢ 社会的処方×明治安田＝「新たな社会的価値の創造」をめざす

患者を非医療サービス（地域資源：サークルやケアサービス）にむすびつけ、
健康やQOLを回復させようとする社会的仕組み
イギリスではじまり、世界中に広がりつつある

医療機関
（家庭医*）

患者 リンクワーカー

WHOによるツールキット
（2022年5月公表）

②紹介①受診

③地域資源の紹介

イギリスのモデル

*英国独自の医療制度

社会的処方（Social prescribing）



自治体の課題認識

➢ 「実施している行政サービス等の情報が地域のみなさまに十分に届いていない」という自治体の課題認識

自治体

サークル
教室

子育て
支援

健診
セミナー

さまざまな行政サービスや
地域資源、公的支援機関

行政サービス案内の
確認・利用

必要な人に
情報が伝わっていない

潜在的なニーズ

健康づくり

介護予防

子育て

地域のみなさま



明治安田が地域のみなさまに情報をお届け

➢ 自治体の課題をふまえ、明治安田の営業職員（MYリンクコーディネーター）が地域のみなさまに
行政サービスを案内

①地域資源情報の
提供

②訪問
(ｱｳﾄﾘｰﾁ)

③地域資源の利用・参加

ニーズに合わせた
行政サービスの紹介

サークル
教室

子育て
支援

健診
セミナー

リンクワーカー

自治体 地域のみなさま



「全国連携プロジェクト」への参画事例
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事例① 全国連携講演会 2022年8月30日

➢ 特別区長会の取り組む「全国連携プロジェクト」の一環である年２回開催の「全国連携講演会」へ初参画
➢ 包括連携協定を締結した2022年にブランド戦略部長による「地元の元気プロジェクト」の紹介講演を実施
➢ ２３区および地方自治体の官民連携担当者を交えてパネルディスカッションも開催



事例② 全国連携講展示（山梨・千葉） 2022年10月（山梨）・2023年3月（千葉）

➢ 区政会館で開催された「全国連携プロジェクト」の一環である「全国連携展示」を明治安田ギャラリーにて巡回開催
➢ 自治体関係者が参加し、観光案内や小規模物産展も初開催（千葉）
➢ 自治体の官民連携担当者を交えてパネルディスカッションも開催



事例③-1 魅力発信イベントの開催 2024年10月30-31日

➢ 特別区長会の取り組む「全国連携プロジェクト」の一環である「魅力発信イベント」を明治安田ヴィレッジで開催 
(4年ぶり)

➢ 1Fエントランス、明治安田ギャラリー、4Ｆ明治安田ホール前ホワイエ等を活用し、物産展や日本酒の試飲会等
を開催（2日間で1,626名の来場があり、メディア等での報道も多数）



10/31東奥日報（青森） 11/1都政新報（東京）

事例③-2 魅力発信イベントの開催 2024年10月30-31日



11/1山梨日日新聞（山梨） 11/1青森朝日放送（青森）※テレビ放映

事例③-3 魅力発信イベントの開催 2024年10月30-31日



明治安田生命としての強み
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当社にできること

➢ 全国の拠点や対面チャネルを活かし、ニーズを掘り起こし行動変容を後押し

対面での
お客さまとの接点

長期に亘るお客さまとの
契約期間

営業職員
(MYリンクコーディネーター)

約36,000人
営業拠点

(支社・営業所・法人営業部)

約1,170拠点

生命保険のご契約期間は

長い場合数十年に亘る

対話の機会を通じた
行動変容の後押し

年間対面活動数

約580万件/年

当社主催の
健康増進イベント

約2,000回/年
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自治体さまと当社の連携方法について
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自治体さまとの実績報告会でのフィードバック

実績報告会

実施概要

・協働取組みの実施状況を共有

・地域のみなさまからの声をフィードバック（行政サービス案内状況等）

・地域課題解決に向けた今後の取組みを協議

➢ 年2回の「実績報告会」（9-10月、2-3月）にて、地域のみなさまの声を自治体さまにフィードバック
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地域包括支援センターさまとの協働取組みの展開
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生命保険会社の役割を超える

より地域に根差し、

新たなお客さまとのつながりの拡大

「地域包括支援センターさまとの協働取組み」を展開

届ける価値を拡げる価値を届ける場を拡げる

地域のみなさまの

健康増進をサポート

協働取組みの趣旨・背景

➢ 生命保険会社の役割を超えていくための代表的な取組みの一つとして、地域包括支援センターさまとの
協働取組みを展開



①地域のみなさまに
センターさまの情報をお届け

②健康測定会・MY定期講座（※）等
のイベントを開催

③より多くの地元企業さまとの
協働取組みを展開

（※）認知症・フレイル予防、健康・睡眠関連、防災等の講座をセミナー形式で開催

協働取組み展開モデル

➢ 協働取組みでは、主に３つの取組み「①情報のお届け」、「②イベント開催」、「③地元企業との協働」を
通じて、お役に立つ活動を展開



＜ＭＹ定期講座を実施＞ ＜健康測定会を実施＞

実施事項
・MY定期講座を通じ、定期的に情報をお届け

・健康測定会を通じ、継続的に行動変容を促進

センターさまとの協働取組みを実施

➢ 地域住民のみなさまに「定期的」に情報のお届け、「継続的」な測定会を開催



全国の皆さんへのメッセージ
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価値を届ける
場を拡げる

自治体さま等との共創

企
業
・
団
体
さ
ま
と
の
共
創

届ける価値を
拡げる

MYリンクコーディネーター

共創による多元的価値の創造・提供

➢ 自治体さま、企業・団体さまとの共創を通じ、広く当社の価値をお届け
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